
１
（
１
上
）

先
き
に
著
者
は
「
医
学
史
の
散
策
」
の
中
に
お
い
て
、
一
八
二
三
年
の
創
刊
号
か
ら
一
九
○
○
年
に
至
る
ま
で
の
英
国
の
医
学
雑
誌
「
ラ
ン

セ
ッ
ト
」
誌
に
現
わ
れ
た
日
本
関
係
の
記
事
を
抄
出
し
紹
介
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
、
日
本
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
、
ど
の
よ
う
な
事
物
に
興
味
を
有
し
て
い
た
か
を
示
す
恰
好
な
材
料
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
医
学
の
分
野
で
は
未
だ
試
象
ら
れ
て
い
な
い
が
、
詳
細
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
伝
播
さ

れ
易
い
か
な
ど
、
種
々
興
味
あ
る
事
実
が
判
明
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

医
学
の
情
報
の
伝
播
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
古
来
か
ら
日
本
は
情
報
の
一
方
的
輸
入
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
事
実
で
あ

る
。
と
く
に
実
際
の
技
術
的
な
情
報
が
、
数
多
く
の
来
日
外
国
人
に
よ
っ
て
齋
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
飛
鳥
時
代
の
文
化
技
術
が
百
済
経

（
２
〉
〈
３
）

由
の
．
ヘ
ル
シ
ャ
人
に
よ
る
所
が
大
で
あ
っ
た
と
い
う
最
近
の
知
見
に
よ
っ
て
も
容
易
に
窺
い
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
４
）
（
５
）

来
日
外
国
人
医
師
に
関
し
て
は
、
つ
と
に
大
鳥
蘭
三
郎
博
士
の
藺
館
医
の
研
究
や
長
門
谷
博
士
の
宜
教
医
の
研
究
な
ど
極
め
て
優
れ
た
報
告

が
あ
る
が
、
全
般
的
に
見
れ
ば
、
未
だ
基
礎
的
資
料
す
ら
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

著
者
は
一
昨
一
九
八
○
年
九
月
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
世
界
麻
酔
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
研
究
発
表
し
た
後
に
イ
ギ
リ

ス
に
渡
り
、
世
界
最
初
の
麻
酔
に
よ
る
死
亡
症
例
に
つ
い
て
実
地
に
調
査
研
究
し
、
併
せ
て
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
医
史
博
物
館
で
来
日
イ
ギ
リ
ス
人

来
日
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
の
研
究

唖
蕊
韓
零
窒
誠
謹
禮
昭
和
五
十
六
年
十
月
八
日
受
付

松
木
明
知
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２

ウ
ェ
ル
カ
ム
医
史
博
物
館
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
、
歯
科
医
師
の
免
許
証
を
授
与
さ
れ
た
人
々
の
動
静
を
記
し
た
旨
の
ｇ
ｏ
昌
己
胃
ｇ
ｏ
ｑ
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
人
物
の
経
歴
、
住
所
、
発
表
論
文
な
ど
を
調
査
す
る
に
は
大
変
都
合
の
よ
い
資
料
で
あ
る
。

こ
の
一
八
六
三
年
度
（
文
久
三
年
）
分
か
ら
は
、
外
国
在
住
者
が
国
別
に
分
類
さ
れ
、
検
索
に
非
常
に
便
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
関
係
の
は

そ
の
中
で
東
イ
ン
ド
の
項
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
八
六
三
年
か
ら
一
九
○
○
年
ま
で
の
三
十
八
年
間
の
来
日
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
名
簿
を

年
度
別
に
抄
出
し
た
の
が
別
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
八
六
三
年
に
は
初
め
て
日
本
の
名
が
見
え
、
の
．
”
帯
具
冒
堕
が
滞
在
し
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
で
は
滞
在
地
は
不
明
で
あ
る
。
一
八
六
二
年
以
前
は
前
述
し
た
如
く
、
外
国
居
住
者
の
国
別
の
欄
が
な
い
の

で
、
検
索
す
る
と
す
れ
ば
大
変
時
間
が
か
か
り
、
今
回
は
省
略
し
た
。

医
師
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
の
で
報
告
す
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
些
細
な
誤
り
は
、
と
く
に
公
文
書
な
ど
に
は
あ
り
が
ち
で
、
研
究
上
十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
６
）
（
７
）

都
合
二
十
四
名
の
医
師
が
来
日
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
講
談
社
発
行
の
「
お
雇
い
外
国
人
」
や
石
橋
、
小
川
編
の
「
お
雇
い
外
国
人
」
に

披
見
さ
れ
る
の
は
、
葛
．
少
且
の
岳
。
国
．
国
．
團
巨
房
ゞ
閃
葛
・
○
・
卑
鼬
“
９
国
国
管
烏
①
儲
．
○
・
。
『
・
冒
自
昌
晶
．
弓
・
少
．
醇
冒
》
第
国
陸
＆
巴
．
目
・
○
》

弓
冒
員
。
壗
農
〕
葛
．
乏
晨
“
の
九
名
で
残
り
の
十
五
人
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。

３

旨
①
ｓ
ｏ
匙
己
胃
ｇ
ｏ
ｑ
の
内
容
は
、
来
日
し
た
彼
ら
が
本
国
に
提
出
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
記
載
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
誤
り
も
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
當
国
醗
監
匙
は
一
八
六
九
年
に
来
日
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
一
八
六
八
年
六
月
に
は
来
日
し
て
お
り
、
一
年
間

の
差
が
見
ら
れ
る
。
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彼
の
名
が
最
初
に
昌
８

番
地
に
住
六
ん
で
い
た
。
吋

本
の
欄
に
現
わ
れ
て
い
る
。

在
住
し
た
君
．
く

い
人
物
で
あ
る
。

参
考
の
た
め

日
本
を
出
国
し
た
の
は
、
一
八
八
二
年
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
来
彼
の
動
静
は
余
り
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

旨
の
烏
邑
貝
埼
の
ｏ
８
暑
の
一
九
○
一
年
の
記
載
が
最
後
で
、
一
九
○
二
年
以
降
彼
の
名
は
消
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
一
九
○
二
年
に
ヨ
ン
ケ

ル
が
死
亡
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
確
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

（
皿
）
（
皿
）

京
都
に
来
た
ヨ
ソ
ヶ
ル
も
、
ヨ
ン
ヶ
ル
の
麻
酔
器
な
ど
で
有
名
な
人
物
で
あ
る
が
、
し
か
し
未
だ
死
亡
年
月
が
不
明
で
あ
る
。

彼
の
名
が
最
初
に
昌
の
ｓ
ｏ
匙
ロ
胃
。
日
曼
に
見
え
る
の
は
一
八
六
二
年
で
、
記
載
に
拠
る
と
①
。
ミ
①
再
降
筍
の
２
国
＆
ず
丘
豊
匡
胃
の
の
五
十

地
に
住
六
ん
で
い
た
。
以
来
ず
っ
と
彼
の
名
は
披
見
さ
れ
、
そ
の
間
一
八
七
三
年
か
ら
一
八
八
一
年
で
は
、
外
国
居
住
者
（
啓
周
。
且
）
の
日

各
勤
務
地
に
お
け
る
史
科
な
ど
に
は
、
関
係
史
料
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
全
く
初
め
て
そ
の
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
人
も
あ
る
。
函
館
に

（
８
〉
〈
９
）

住
し
た
君
．
雪
．
Ｃ
Ｏ
房
。
目
ｏ
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
函
館
の
医
学
史
に
つ
い
て
詳
細
に
研
究
さ
れ
た
阿
部
竜
夫
博
士
の
著
者
に
も
出
て
来
な

』
Ｑ
〕
置
口
函
》
○
凰
閉
昏
閃
．

彦
戸
口
・
）
国
⑦
匙
①
毎
・
届
①
劃
Ｆ
困
○
団
］
崖
旨
扁
、
劃
戸
自
閃
○
の
国
祠
画
口
ｇ
Ｆ
員
．
Ｆ
、
シ
シ
鵠
○
。
【
旨
甥
○
○
］
庁
．
胃
ら
旨
旦
○
口
》
蜀
○
員
口
角
●
与

国
○
自
、
の
啓
侭
．
閃
昌
卑
①
①
国
○
名
．
勝
切
普
品
詞
ｚ
届
３
１
９
．
冒
巳
○
駒
団
且
藍
、
国
・
目
．
原
盟
９
口
．
旨
肩
口
届
白
土
．

○
○
号
○
『
口
⑭
ご
霞
匡
閏
冒
一
ご
風
○
号
閉
庁
く、

Ｑ
ｏ
ｏ
彦
日
巳
〕
夛
国
閉
冒
屋
秒
曼
ｍ
Ｏ
ｇ
①
ご
）
閏
四
歸
○
包
胃
①
）
］
い
も
曾
画
夛
白
己
・
胃
〕
口
旦
○
口
〕
戸
自
国
届
、
ｏ
戸
自
閃
○
ｍ
国
冒
噸
ぽ
い
シ
届
司
や

Ｃ
Ｏ
き
○
目
①
）
瀞
鳥
目
の
略
歴
を
付
し
て
お
く
。
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４

こ
の
来
日
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
名
簿
は
、
今
後
の
日
英
医
学
交
渉
史
研
究
の
基
礎
参
考
史
料
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
の
簡

単
な
略
歴
を
知
る
上
で
、
昌
。
＆
§
ロ
胃
ｏ
８
ｑ
は
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
各
地
方
の
医
学
史
の
詳
細
な
研
究
が
集
積
さ
れ
て
、
初
め
て
真
の

日
本
の
医
学
史
が
確
立
さ
れ
、
単
に
中
央
の
医
学
史
の
み
を
も
っ
て
日
本
の
医
学
史
と
す
る
考
え
は
大
幅
に
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
意
義
に
お
い
て
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
来
日
し
た
所
謂
お
雇
い
外
国
人
な
ら
び
に
そ
れ
に
類
す
る
医
師
の
動
静
を
単
に
国

内
の
資
料
ば
か
り
で
は
な
く
、
外
国
の
資
料
か
ら
も
研
究
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
こ
の
方
面
で
の
研
究
の
進
展
が
強
く
望
ま
れ
る
。

参
考
の
た
め
、
一
九
○
一
年
の
ヨ
ン
ヶ
ル
の
項
を
左
に
示
し
て
お
く
。

．
〕
ロ
邑
声
胃
弓
○
口
Ｆ
閏
掴
凋
四
国
①
己
冒
四
目
Ｑ
Ｐ
ｇ
①
号
①
再

僅
国
冒
号
も
四
鼻
‐
且
．
○
目
昌
冨
二
回
旨
早
盟
蔚
》
ご
戸
昌
閃
○
砕
国
ご
叩
扁
ｇ
一
言
ロ
ぐ
尉
旨
口
四
岳
望
》
ｐ
Ｏ
ｇ
ｇ
旨
．
届
、
餌
（
ご
己
ぐ
．

ぐ
討
口
目
凹
漂
毎
房
ｏ
匡
亀
耳
曼
い
、
秒
ロ
旦
己
時
の
９
国
○
名
口
口
旦
冨
ａ
の
目
尻
首
０
８
》
』
四
℃
目
星
野
博
侭
．
甘
○
匡
禺
團
飼
．
国
○
名
の
四
四
号
昌
烏

旦
匡
目
侭
匿
尉
卑
四
口
８
’
○
国
日
四
口
乏
四
員
甸
○
国
目
①
時
与
耳
曼
い
、
四
日
囚
昌
蜀
月
①
‐
函
○
名
．
Ｆ
○
口
§
且
四
目
Ｑ
シ
器
岸
の
旨
侭
冒
胃
ｅ
局
撹
．

○
○
国
曾
号
目
嶌
①
Ｑ
８
国
局
茸
シ
島
①
。
』
○
巨
壗
口
．
①
首
．

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

参
考
文
献

松
木
明
知
医
学
史
の
散
策
、
津
軽
書
房
、
昭
和
五
十
一
年
。

伊
藤
義
教
。
ヘ
ル
シ
ャ
文
化
渡
来
考
、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
五
年
。

井
本
英
一
古
代
の
日
本
と
イ
ラ
ン
、
学
生
社
、
昭
和
五
十
五
年
。

大
鳥
蘭
三
郎
蘭
館
日
誌
の
医
史
学
的
研
究
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
十
巻
二
、
三
号
、
昭
和
三
十
九
年
。

（51）51



l岳届l騎馬
Hの、Hの①

、④”“ト怪四
項qの
胃司

群
、
『
』

胃
、
『
⑭

鍔
、
『
唖

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
皿
）

（
、
）

の
．
宛
．
］
①
目
嵐
易

○
・
局
．
〕
、
旨
底
ロ
四

○
・
”
．
】
の
昌
匡
易
（
昌
○
宍
○
ず
閏
昌
巴
〕
一
声
一
室
］
房

○
・
両
．
］
③
昌
置
易
〕
］
・
国
、
匙
旦
昌
目
（
嚥
○
ざ
底
日
国
脚
）

三
『
．
二
三
房

』
国
．
、
丘
Ｑ
ｍ
屋
（
閏
○
局
巳
５
日
巴

弓
．
○
．
弓
彦
○
目
旨
国
津
（
展
○
胃
）

葛
．
雪
匿
一
ｍ
（
悶
侭
○
ｍ
匡
日
四
）

弓
．
○
．
目
ぽ
○
目
冒
国
技
シ
・
国
．
Ｑ
國
冨
（
尻
○
ず
の
）

ご
く
。
ご
く
津
屋
函
（
閏
ハ
ロ
、
○
ｍ
曰
時
旨
い
）

同
国
．
］
自
国
丙
①
吋
旦
①
Ｆ
四
国
、
の
函
姫
（
夛
畠
望
画
犀
○
）

ご
く
，
目
．
国
巨
ｏ
屋
①
〉
］
駒
．
の
匙
ｑ
巴
］
（
園
○
戸
○
毎
画
目
い
）

弓
．
。
．
目
昏
日
日
ｏ
圖
津
（
侭
Ｏ
汗
）

弓
．
言
』
罠
吻
（
宍
凋
○
ｍ
匡
日
巴

一
戸
目
．
国
巨
ｏ
函
①
〕
ご
く
，
閥
①
昌
乱
ｏ
〆
］
国
．
、
匙
Ｑ
巴
』
（
園
○
５
｝
届
日
脚
）

長
門
谷
洋
治
近
代
日
本
に
お
け
る
外
人
宜
教
医
の
研
究
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
十
六
巻
一
号
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
。

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
お
雇
い
外
国
人
、
小
学
館
、
昭
和
五
十
年
。

石
橋
長
英
、
小
川
鼎
三
、
お
雇
い
外
国
人
（
九
）
医
学
、
鹿
島
出
版
会
。
昭
和
年

阿
部
竜
夫
。
函
館
の
医
学
と
医
人
、
無
風
帯
社
昭
和
二
十
六
年
。

阿
部
竜
夫
、
函
館
市
医
師
会
史
、
函
館
市
医
師
会
昭
和
三
十
一
年
。

京
都
医
師
会
医
学
史
編
纂
室
、
京
都
の
医
学
史
思
文
閣
、
昭
和
五
十
五
年
、
八
四
三
頁
。

冨
胃
呂
底
》
零
国
国
．
旨
鼻
⑦
昌
口
．
曽
冨
国
．
シ
昌
四
の
“
号
の
爵
＄
“
ｇ
式
后
逼
．

粥
、
料
圃
湯
闘
当
歳
燕
（
届
３
１
岳
ｇ
）

］
、
『
の

』
酌
司
、

胃
、
「
『

ご
く
，
シ
ご
Ｑ
①
園
○
Ｐ
国
．
ロ
ざ
⑦
勗
（
］
ａ
ｇ
ｏ
）

同
国
．
］
目
ロ
丙
の
時
Ｑ
ｏ
Ｆ
ｍ
ご
胆
①
四
ｍ
（
三
角
翼
ｐ
丙
○
）

言
．
シ
働
号
厨
○
口
（
国
○
ぬ
○
百
ミ
ロ
‐
園
畠
毎
画
〕
胃
ａ
９、

弓
・
○
・
弓
彦
Ｏ
吋
昌
ｏ
圖
津
（
侭
○
ず
①
）

ミ
．
葛
芦
屋
碗
（
尻
侭
ｇ
三
日
四
）

同
国
．
］
巨
旨
丙
①
局
Ｑ
①
Ｆ
脚
目
函
①
函
館
（
シ
自
国
四
炭
○
）

国
．
己
辱
①
扇
．
目
・
ン
．
甸
呉
日
（
閏
ａ
ｇ
ｏ
）

ご
く
、
弓
．
国
屋
。
匡
①
）
ご
く
，
詞
の
昌
畠
鼻
〉
】
団
．
、
廷
・
巴
］
（
Ｋ
Ｏ
声
皇
国
目
巴

弓
・
○
・
弓
彦
○
吋
己
。
簡
津
（
炭
○
胃
）

言
．
弓
一
屋
唾
（
展
樹
○
い
ぽ
日
脚
）

》
く
．
シ
国
鳥
畠
○
口
（
侭
○
国
己
ｃ

同
国
．
』
ロ
昌
斥
の
Ｈ
Ｑ
①
Ｆ
騨
口
函
の
ぬ
い
（
享
自
望
四
斥
○
）

国
．
ロ
弓
①
畠
・
弓
．
Ｐ
．
勺
巴
日
（
曙
の
Ｑ
Ｑ
Ｏ
）

ご
戸
弓
．
国
届
Ｏ
庭
の
〕
曽
国
、
迂
回
畏
目
（
胃
○
岸
○
ず
四
目
ら

目
．
○
．
目
壺
○
吋
己
。
圖
津
（
閥
○
席
）

一
三
．
夛
昌
房
（
屍
撹
○
ｍ
霞
目
色
）

葛
．
シ
昼
号
勗
○
回
（
病
○
国
且
。
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W､T.Buckle(Yokohama)

1880にはW.AndersonはYoriiz21<f'と重複して記

されている

C､J.Manning(Daimachi)

T.C.ThorniCraft(Kobe)

W.Renwick(Osaka)

T､A，Palm(Niigata)

H.Faulds(Tokio)

F.W､D.Fraser(Osaka)

E.Divers,W.Willis(Yedo)

W.T・Buckle(Yokohama)

F.E.JunkerdeLangegg(Myako).

W.Anderson(Toriizaka)

C.J.Manning(Daimachi)

T､C・Thornicraft(Kobe)

W.Renwick(Nagasaki)

T.A・Palm(Niigata)

H.Faulds(Tokio)

F､W,D.Fraser(Osaka)

E.Divers,W.Willis(Yedo)

W､T.Buckle(YOkohama)

T､C，Thornicraft(Kobe)

W.Renwick(Nagasaki)

T.A・Palm(Niigata)

E・Divers(Yedo)

W.T･Buckle(Yokohama)

F.E.JunkerdeLangegg(Myako)

T.A・Palm(Yedo)

C.J.Manning(Takanawa)

H.Faulds(Tsukiji)

W.Renwick(Osaka)

T.C.Thornicraft(Kobe)

W.Willis(Kagoshima)

W・Anderson(Korinji)

E・Divers(Yedo)

W.T・Buckle(Yokohama)

F.E.JunkerdeLangegg(Myako)

T.A.Palm(Niigata)

C.J.Manning(Takanawa)

H.Faulds(TsukUi)

W.Renwick(Osaka)

C.J.Manning(Daimachi)

T､C.Thornicraft(Kobe)

F.E.JunkerdeLangegg(Myako)

T.A.Palm(Niigata)

H・Faulds(Tokio)

W.Renwick(Osaka)

W.Anderson,E.Divers(Yedo)

1881

1878

〆

（
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1882
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）
１
（

1883

め
ぬ



H.Faulds(Tokio)

F.W.D.Fraser(Osaka)

W.T.Buckle(Yokohama)

T.C.Thornicraft(Kobe)

W.Renwick(Nagasaki)

T.A.Palm(Niigata)

H・Faulds(Tokio)

F､W.D.Fraser(Osaka)

Noclassificationbvcountrvofphvsiciansabroad

T.C.Thornicraft(Kobe)

W.Renwick(Nagasaki)

J.N.Seymour(NoFUjimicho,Noの意味は不明

松木）

C.A.Arnold(Yokohama)

T.C.ThomiCraft(Kobc)

W・Renwick(Nagasaki)

』.N.Seymour(NoFUjimicho)

C.A.Arnold,M.EPaul(Yokohama)

T.C.Thornicraft(Kobe)

H.Blackburn,W.RenwiCk(Nagasaki)

J.N.Seymour(NoFUjimicho)

C.A.Arnold,M.E.Paul(Yokohama)

R､S.Miller,T.C･Thornicraft(Kobe)

H.Blackburn,W.Renwick(Nagasaki)

』.N.Seymour(NoFUjimicho)

M.E.Paul(Tokio)

C.A.Arnold(Yokohama,95年には名前なし－松木）

R.S.Miller．T.C.Thornicraft(Kobe)

H，BIackburn,M.E.Paul．W.Renwick(Nagasaki)

R､S.Miller,T､C､,Thornicraft(Kobe)

M.E.Paul(Nagasaki)

』.N・Seymour(Sendai)

J・Hatton,N.G.Munro(Yokohama)

J・Larwill,R.S・Miller,T.C.Thornicraft(Kobe)

M.E.Paul(NagaSaki)

J.N.Seymour(Sendai)

P.J・Hatton,N.G.Munro，L.C.N.Nicod

W.W.Colborne(Hakodate)

J.Larwill,R.S,MillerT.C.Thornicraft(Hiogo

Kobe)

M､E.Paul(Nagasaki)

』.N.Seymour(Sendai)

P.J.Hatton,N.G・Munro(Yokohama)

W.W.Colborne(Hakodate)

J.Larwill,R.S.Miller,T.C.Thornicraft(Kobe)

J.N.Seymour(Sendai)

N.G.Munro(Yokohama)
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ANameListofBritishPhysicianswhoresidedin

Japanduringaperiodfroml862tol900

by

AkitomoMATSUKI

AfterseveralJapaneseportswereopenedfbrtradeinl858,westerncountriesfbundedtheir

consulatedandtradinghousesattheportsandmanyphysicianscametoJapan.Amongthose,

Britishphysiciansweremorenumerousthanthosefi､omothercountries.

TheauthorexaminedthenamesandaddressesoftheBritishphysicianswhocametoJapan

duringa38-yearperiodfoml862tol900bysearchingthrough;:TheMedicalDirectorieswhich

wereownedbyWellcomeMedicalHistoriCalMuseum,London''.

SeveralunfamiliarnamesamongtheBritishphysicianswerefbundintheMedicalDirectoriesand

thispreliminarynamelistisconsideredtobeverybeneficialtoresearchersofJapanesemedical

historvinrelationtoBritishMedicine.
‘

へ
。
。
〕

〆
Ｌ
Ｌ
、

ゆ
ゆ


